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御茶の水キリストの教会 

5月11日 (月) 

元気を回復させる信者達  

聖書朗読  ピリピ １：１〜７ 

私は，あなたがたのことを思うごとに私の神に感謝し，      ピリピ １：３ 

 

私と一緒に何人かの友達の家を訪ねましょう。行って，元気を他のクリスチャンへ

届けましょう。もしかしたら，私たちも元気を貰えるかもしれません。 

まずジョンソン夫人を訪ねましょう。彼女はどれだけ自分の具合が悪くて，疼いた

り痛んだりするか話しました。誰も彼女のアパートを直してくれないと不満を言い，更

に私たちがクリスマスにあげたケーキは美味しくなかったと言いました。ジョンソン夫

人は何人かの欠点がある信者の話を知っています。私たちはガッカリしながらジョンソ

ンさんのお家を出ました。 

次にワイラー夫人を訪ねましょう。彼女は大きく腕を広げ，ハグとキスで歓迎して

くれました。私たちの訪問を大いに喜んでくれたのです。ワイラー夫人は最近の彼女の

お祈りについてと，彼女の祈りが答えられたことを話しました。そして他の信者たちか

ら受けた思いやりについて話しました。私たちは元気づけられて帰りました。 

最後にフリッツ夫人を訪問しましょう。彼女は「何て美しい日なのでしょう！ 神様

があなたを私のもとに送って下さったのね。とても幸せだわ！」と大声で言いました。 

これらの話は，全て実話です。殆どの訪問は私たちを元気づけますが，そうでない

時もあります。訪問を受けた側の態度によって，どれだけ励まされるか変わってくるの

です。あなたの言葉が持つ力を考えましょう。前向きに励ましましょう。他の人々に興

味を持ちましょう。そして，他のクリスチャンを元気にさせましょう。 
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祈 り 神よ。励ましと親切心を持った人になれるよう助けて下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                        アルマ・ゲートウッド  1956年 

                                           



5月12日(火) 

キ リ ス ト の 内 に 住 む 

聖書朗読  コロサイ ２：１〜７ 

いつも主にあって喜びなさい。もう一度言います。喜びなさい。あなたがたの寛容な

心を，すべての人に知らせなさい。主は近いのです。何も思い煩わないで，あらゆる

場合に，感謝をもってささげる祈りと願いによって，あなたがたの願い事を神に知っ

ていただきなさい。                    ピリピ ４：４〜６ 

 

マイクは友達に「キリストの内に住む？ 良さそうだから，たまに一週間試してみる

のだよね。一週間なら出来るけど，それ以上は無理！ 君はどうやってそれを実行してい

るの？ 何か秘訣があるの？」と打ち明けました。 

マイクの考えに対して，彼の友達は言葉を慎重に選び「マイク，あなたのこと大好

きさ。でも正直に言うなら，あなたが本当の幸せはイエス様の内にあることに気がつい

て欲しいと思うよ」と答えました。 

マイクの友達が持っている秘訣はキリストの内にあったのです。神の御子に対する

メッセージは『あなたがたの中におられるキリスト，栄光の望みのことです』（コロサイ

１：２７）。マイクはキリストの内に住むことにこだわり過ぎて，御力に導かれることを

忘れてしまったのです。 

キリストの力なしでは私たちは無力なのです。その事実を自覚し，キリストに内に

入って頂きましょう。そして共に「完全な信念」を切望しましょう。そうすれば，キリ

ストが内に居て下さることに感謝があふれるでしょう。 
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祈 り 父よ。キリストに内在して頂くという豊かな人生のための秘訣を，私がもっ

と知ることが出来ますように。御子への感謝の気持ちを持てるよう導いて下

さい。 

      ひとり子であるイエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                       ジェーンアン・トーマス  1974年 

                                              

5月13日 (水) 

不 注 意 

聖書朗読  コロサイ ３：１〜４ 

あなたがたは，地上のものを思わず，天にあるものを思いなさい。 

                              コロサイ ３：２ 

 

「もう嫌だ！！！」。やる気を失った，疲れた，ガッカリさせられた，もうお手上げ。   

これらの雰囲気を説明する言葉には共通点があります。それは，今まで頑張ってきたこ

とが自分自身に満足感を与えていないことに気付き，その頑張ってきたことをもう続け

ることが出来ない，という思いです。 

だれでも習慣になったものには，熱意を失いやすいのです。感情的な，もしくは物

理的な疲労は私たちの強さを無くします。挫折や敵の存在により，失望することもある

でしょう。私たちは皆，自分で進もうと考えた道を進みたいと思うものであり，その道

が他者により阻まれることは許し難いと思ってしまうからです。 

しかし，「以前持っていたようなやる気はもう失ってしまった」と言う態度は，私た

ちが向かう究極的なゴールについて忘れてしまっていると言えないでしょうか。そのゴ

ールとは，私たちが遭遇する様々な問題を乗り越えて求めて行く価値があるゴールのこ

とであり，私たちのために神が備えてくださっているゴールです。 

私たちの目指すゴールが地上的なものである限り，「これだ！」と新たにゴールを考

えてみたとしても，遅かれ早かれそのゴールをいずれむなしく感じる時が来ます。私た

ちが失望感や倦怠感で包まれてしまう時，もしかすると私たちは「地上のもの」で心が

一杯になってはいないでしょうか。私たちは，「天にあるもの」を思いつつ歩んで参りま

しょう。 
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祈 り 父よ。私たち自身ではなくイエス様に心を向けられるよう助けて下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                         ウィリアム・ヤング  1983年 



5月14日 (木) 

私 の た め に 祈 っ て ！  

聖書朗読  Ⅱテサロニケ ３：１〜５ 

キリストのことばを，あなたがたのうちに豊かに住まわせ，知恵を尽くして互いに教

え，互いに戒め，詩と賛美と霊の歌とにより，感謝にあふれて心から神に向かって歌

いなさい。                        コロサイ ３：１６ 

 

パウロは書簡を送る際，彼と彼の同僚のために祈って欲しいとしばしばお願いして

います。パウロのリクエストは彼の個人的なことのために祈って欲しいと言う内容では

なく，御言葉が早く宣べ伝えられ，御名が讃えられるための祈りでした。 

今日の聖書朗読のパウロの祈りも，御言葉が積極的に宣べ伝えられ，早く目的が達

成させられることを想っての祈りでした。 

これは素晴らしい態度です！ 最近，人々は個人的なことについて祈りたいと思いま

す。でも，一部の人は聖霊の素晴らしい働きのために祈ります。私たちもパウロのよう

に，「御言葉が宣べ伝えられ，御名が讃えられるように」祈るべきではないでしょうか。 

御言葉以外に望ましい変化を起こせるものがあるでしょうか。御言葉（福音）を聴

いたテサロニケの教会の人々は，偶像から『生けるまことの神』（Ⅰテサロニケ １：９）

に立ち返っています。御言葉が宣べ伝えられれば，このように結果もついてくるのです。 
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祈 り 神よ。愛と信頼に対する態度を成長させて下さい。あなたと共に日々過ごせ

ますように。 

       イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                          レオン・クラウチ  1985年 

5月15日(金) 

与えられた才能について，今一度考える 

聖書朗読  Ⅱテモテ １：６〜１０，２：９〜１３ 

それですから，私はあなたに注意したいのです。私の按手をもってあなたのうちに与

えられた神の賜物を，再び燃え立たせてください。       Ⅱテモテ １：６ 

 

『それですから，私はあなたに注意したいのです。私の按手をもってあなたのうち

に与えられた神の賜物を，再び燃え立たせてください』（Ⅱテモテ １：６）。何と素晴

らしい聖句でしょうか。この聖句では与えられた賜物を神のために使う大切さを伝えて

います。 

私たちは，神のご性質の或る一面だけを強調してしまう時があります。しかし私た

ちは神がどのようなお方であるのか，もっと注意深くあるべきではないでしょうか。単

に私たちの興味や願いに応えてくれるだけの神は，本当の神ではありません。私たちは

願い事などが叶うと，満たされた思いで神を見上げ讃えますが，神が私たちに期待して

下さっていることは，このように「神を見上げ讃える」ことだけなのでしょうか。 

実は，神と私たちとの関係はもっと深いものなのです。今日の御言葉をご覧くださ

い。まだ若かったキリスト者・テモテですが，テモテはただ神の働きをじっと観察する

のではなく，神の働きのための器となることが期待されていました。つまり，与えられ

た賜物を常に磨き神のために生かすことが期待されていたのです。それはまるで任務中

の兵士のようではないでしょうか。 

ある人が軍隊に入隊する時，「以前の職業は何でしたか？」「趣味は何ですか？」

「余暇は何をして過ごしますか？」との質問を受けたそうです。この人は，これらすべ

ての質問に対し，「詞を詠むこと」と答えたそうです。本当に詞が好きだった彼は，職業

も趣味も余暇も詞のために時間を使っていたのです。もし私たちが神を心から愛してい

るのなら，（この兵士がすべての時間を詞のために使ったように）私たちもいつでも喜ん

で，私たちに与えられている賜物を惜しみなく神のために用いるのではないでしょうか。 
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祈 り 父よ。誘惑に惑わされず，いつもあなたのことを心に留められるようお導き

下さい。心が弱くなっている時は，どうぞ強めて下さい。 

       イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                        ラニー・ヘニンガー  1970年 



5月16日 (土) 

神 が 喜 ば れ る 信 仰 心  

聖書朗読  ヘブル １１：１〜７ 

まことに，神なる主は太陽です。盾です。主は恵みと栄光を授け，正しく歩む者たち

に，良いものを拒まれません。                詩篇 ８４：１１ 

 

時にサタンに惑わされ『信じます。不信仰な私をお助けください。』（マルコ ９：

２４）と感じるときがあります。『ああ，不信仰な，曲がった今の世だ。いつまであなた

がたといっしょにいなければならないのでしょう。』（マタイ １７：１７）とイエスは

言われています。 

人生の中で，困惑したり，ガッカリしたりすることも多々あります。しかし，そん

な時こそ『信じます。不信仰な私をお助けください。』と一日中祈るべきではないでしょ

うか。そんな時こそ，聖書に書かれている御言葉を読みましょう。 

恐れた時：『わたしは世の終わりまで，いつも，あなたがたとともににいます。』（マ

タイ ２８：２０） 

困窮している時：『神の国と神の義とをまず第一に求めなさい。そうすれば，それに

加えて，これらのものはすべて与えられます。』（マタイ ６：３３） 

苦しい時：『この身とこの心は尽き果てましょう。しかし神はとこしえに私の心の岩， 

私の分の土地です。』（詩篇 ７３：２６） 

心配な時：『何も思い煩わないで，あらゆる場合に，感謝をもってささげる祈りと願

いによってあなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。』（ピリピ ４：

６） 

トラブルの時：『私は苦難の日にあなたを呼び求めます。あなたが答えてくださるか

らです。』（詩篇 ８６：７） 

難しい状況にある時こそ，御言葉を信じましょう。 
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祈 り 神よ。あなたを信じます。信仰心のない私をお助け下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                        バージニア・ファイン  1957年 

5月17日(日) 

死 の 本 当 の 意 味  

聖書朗読  ヘブル １１：８〜２２ 

また私は，天からこう言っている声を聞いた。「書きしるせ。『今から後，主にあって

死ぬ死者は幸いである。』」御霊も言われる。「しかり。彼らはその労苦から解き放され

て休むことができる。彼らの行いは彼らについて行くからである。」 

                             黙示録 １４：１３ 

 

死は誰もがいずれは経験することです。命ある者はいずれ死ぬことを人は学びます。

死を受け入れることは難しいことです。そして，神の目的を理解することも難しいこと

です。それが意味あることであることを理解したいものです。 

聖書の中で，神はまずエデンの園で男を永遠に生きられるよう計画されました。そ

こでは，創造主である神と，被造物である男の関係は近かったでしょう。しかし，男が

罪を犯したことにより，物理的な距離感が出来ただけでなく，環境も変わったのです。

『罪から来る報酬は死です。』（ローマ ６：２３）。死はクリスチャンにとって，神と共

に永遠に居るために必要なものとなったのです。主にあって死ぬ人々は，最初の祖先ア

ダムとイブと同じように恩恵を受ける経験が出来るのです。 

もし，死が永遠に神と生きるために必要なことならば，それは恐れることではなく，

素敵なことなのではないでしょうか。死の後には何が待っているでしょうか。考えてみ

て下さい。決して悪いことではないはずです。 
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祈 り 癒し，慰めを与えて下さる神よ。死の本当の意味を理解出来るようお助け下

さい。あなたに目を向けられるようお導き下さい。 

      イエス様の御名を通してお祈り致します。アーメン。 

                         ジェームス・カルブ  1967年 


